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なぜIoTは
難しそうに見えてしまうのか

市川純
アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社
プロトタイピング ソリューション アーキテクト
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自己紹介

名前：
市川 純（いちかわ じゅん）

所属：
アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社
デジタルトランスフォーメーション本部
プロトタイピング ソリューション アーキテクト

担当：
IoTに関係するプロトタイピングやお客様の支援



• 対象者
• 普段はIoTと関係のない開発をおこなっているエンジニア
• IoTに興味があって、始めてみたいと思っている方

• ゴール
• このセッションを聞いて、自分もデバイスを使ってクラウドと連携した何か作ってみようか
なと思ってもらえること

• 実際に手を動かすにあたって、次のアクションのヒントが見つかること

• 本セッションではお話ししないこと
• AWS IoTが提供しているサービスの細かい話

本セッションの対象者とゴール
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• IoTが難しいと思われる点

• 簡単に試す方法

• 実際にこんなものを作ってみよう

• これから始める人は、何から勉強するといいのか

• まとめ

アジェンダ
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IoTが難しいと思われる点



IoTのイメージ



よく聞く話
• デバイス、ネットワーク、サーバアプリケーション、データ活用など、
関わる技術分野が多岐にわたる

• 製品を量産することになるとさらに考えることが増える

• デバイスの電源が有限であることがある

• なんかいまいちなスライド



• 有線Lan
• Wi-Fi
• LTE
• LPWA(LoRaWAN, Sigfox, LTE-M, NB-IoT, その他)
• BLE, Zigbee

IoTで出てくるネットワーク



• 常時電源が供給できる環境に設置できるか

• エナジーハーベスティング(太陽光など)をつかうか

• バッテリー駆動のみ

デバイスの電源



製品化のプロセス

商品企画 設計 試作

部品調達 量産 販売 運用

実証検証

企画から販売まで数年かかることが多い



デバイスの仕様変更は大変

試作

実証検証

量産
フェーズが進むにつれて

難しくなる
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量産品を作ることや
本番環境(工場とか、どこかの山奥とか)

向けに作るのは大変
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自分で遊んだり、
家や職場を

ちょっと便利にするのは
難しくない
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簡単に試す方法





https://www.raspberrypi.org/documentation/computers/os.html#gpio-and-the-40-pin-header

GPIOを知っておくとさらに面白くなる

https://www.raspberrypi.org/documentation/computers/os.html#gpio-and-the-40-pin-header
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M5Stack Core2 for AWS
https://www.switch-science.com/catalog/6784/

https://www.switch-science.com/catalog/6784/


ワークショップのコンテンツを用意
https://edukit.workshop.aws/jp/

https://edukit.workshop.aws/jp/


ワークショップで体験できること
1. 開始方法

事前に用意されているスマフォアプリを使って、操作できるデバイスを体験

2. Lチカ
AWS IoT Coreを使って、Lチカを体験

3. スマートサーモスタット
デバイス内の温度センサーの値をもとに、自動で温度調節する仕組みを体験

4. スマートスペース
3の手順に機械学習を絡めた方法を体験

5. Alexa for IoT 入門
デバイスをEchoデバイスに変身

これらが全て
コーディングせずに

試せる
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• AWS IoT Core

• AWS IoT Events

• AWS IoT Analytics

EduKitで利用されているAWS IoTサービス



Intelligence 
and outcomes

AWS IoT Things Graph

AWS IoT SiteWise

AWS IoT Analytics

AWS IoT Events

Analytics 
Services

AWS IoT Device Management

AWS IoT Device Defender

AWS IoT Core

Connectivity 
& Control 
Services

AWS IoT Device Tester

AWS IoT Greengrass

FreeRTOS

AWS IoT Device SDKDevice 
Software

AWS IoTのサービス



• EduKitはFreeRTOSを使って作られているので、FreeRTOSのプログラミ
ングについて理解する必要がある

• M5Stackのアプリ自体は、MicroPython、 Arduino言語(C、C++ベース)、
ビジュアルプログラミングでも可能

• 最初はサンプルコードが豊富なArduino言語がオススメ

M5Stack Core2 for AWS IoT EduKit
を使って自分で何か作る場合
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実際にこんなものを作ってみよう
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• データ収集
センサー等のデバイスからデータを収集し活用する

• 遠隔操作
IoTデバイスをリモートから操作

• 機器間の連携
スマートスピーカーとの連携

IoTにおける主なユースケース
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• データ収集
センサー等のデバイスからデータを収集し活用する

• 遠隔操作
IoTデバイスをリモートから操作

• 機器間の連携
スマートスピーカーとの連携

IoTにおける主なユースケース

この２つの機能
を組み込みます
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デモ動画



今回利用したもの
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アーキテクチャ

AWS IoT Core
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• IoT / M2M で利用される通信プロトコル

• OASIS 標準プロトコル

• AWS IoT Core は v3.1.1 に準拠

• リソースや回線帯域が限られているデバイスに最適化

• Publish / Subscribe メッセージ交換モデル

• ブローカーがメッセージを仲介

MQTTプロトコル(Message Queuing Telemetry Transport)
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Publish / Subscribeモデル
• スケーラブルな非同期型メッセージ交換モデル
• 最初に Publish もしくは Subscribe されたタイミングで Topic が生
成される

• Publisher は Topic に対してメッセージを Publish(送信) する
• Message Broker はマッチする Topic に Subscribe(受信) している

Subscriber へメッセージを Publish する

Publisher Subscriber
data/sensor/123

(Topic){“temp”:35.1} {“temp”:35.1}

Message Broker
publish publish



© 2021, Amazon Web Services, Inc. or its affiliates. All rights reserved.

Publish / Subscribeモデル

Publisher
Subscriber

data/sensor/#
subscribe

Message Broker

publish

data/sensor/789

data/sensor/456

data/sensor/123

Subscriber

Publisher
cmd/pump

Message Broker

subscribe

publish

cmd/pump

cmd/pump

cmd/pump
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アーキテクチャの発展

AWS IoT Core AWS IoT Events

一定の時間水分量が
閾値より低い(高い)場合
自動でポンプを操作
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処理の流れと、ソースコードを追加
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これから始める人は、
何から勉強するといいのか
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AWS IoT 開発者ポータル

• イベント

• コンテンツ

• ブログ

の情報が随時
反映されています

https://aws.amazon.com/jp/local/iot/

https://aws.amazon.com/jp/local/iot/
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IoT@Loft
https://aws.amazon.com/jp/start-ups/loft/tokyo/iot-loft/

https://iot-loft.connpass.com/

https://aws.amazon.com/jp/start-ups/loft/tokyo/iot-loft/
https://iot-loft.connpass.com/
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AWS IoT関連サービスのハンズオン
https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/tag/iot-workshop/

https://aws.amazon.com/jp/blogs/news/tag/iot-workshop/
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builders.flash
https://aws.amazon.com/jp/builders-flash/

https://aws.amazon.com/jp/builders-flash/
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まとめ
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• IoTは難しい部分は多くありますが、Webアプリケーションや
クラウドアプリケーションの開発では出てこないデバイスをいじる
楽しさがあります

• 身の回りのことを少し便利にする様なデバイスは、IoTを始める最初の
一歩にぴったりです

• どんどん触って、製品化やプロダクション環境でも使うIoTにも
チャレンジしましょう！

まとめ



Thank you!
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Please complete 
the session survey
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